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オール綾部で住み続けられるまちづくり予算を可決
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３月定例会

平成31年３月定例会を３月１日から３月27日までの27日間
の会期で開催しました。
本定例会では市長から提案された議案96件と議会から提案した

議案１件を審議しました。議案は、いずれも原案のとおり可決・同
意しました。（採決の結果は６～７ページに記載）
上程された議案と請願２件は、３つの常任委員会に付託され、審

査しました。その内容は次のとおりです。

平成３１年度当初予算・平成３０年度補正予算

～オール綾部で住み続けられるまちづくり～
●予算審査のあらまし

予算決算委員会は当初予算及び補正予算の
審査を３月15日から20日までのうち、４日間に
わたり行いました。
付託された議案は平成31年度当初予算12件

（一般会計１件・特別会計８件・公営企業会計
３件）と平成30年度補正予算９件（一般会計１
件・特別会計６件・公営企業会計２件）の計21
件です。
なお、３月25日に総括質疑を行い、12人の

委員から25件にわたる質疑がありました。

●平成31年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、163億1934万円で

前年度対比1.1％の減となっています。さらに、
特別会計８件（総額94億8227万円、21.9％
減）と公営企業会計３件（総額116億9406万
円、43.9％増）を合わせた全12件の規模は
374億9568万円となり、前年度対比2.0％増の
予算が編成されています。
なお、下水道事業公営企業化の影響を除くと

前年度対比0.7％減の予算となります。

主な意見
審査では、執行部からの説明に対し、委員が質疑を行い、その後、意見調整と採決を行いました。
各委員の主な意見は以下のとおりです。

予算決算委員会

■ 一般会計
○財源の確保と今後のまちづくりの観点から、２０
年以上据え置いてきた受益者負担としての使用
料・手数料を改定されることを、財政の健全性
の維持と負担の公平性の観点から評価する。
○第６次綾部市総合計画及び第２次綾部市総合
戦略策定費について、幅広い市民の声を施策に
反映できるよう実施や周知の方法に工夫するよ
う求める。
○プレミアム商品券の発行事業にあたっては、対
象者の的確な把握と適時適切な事務を推進さ
れたい。
○人間ドック総合健康診断の受診率を上げるた
め、市外の医療機関でも受診できるよう検討さ
れたい。

○ふるさと就職支援情報発信事業費を評価する。
関係機関との連携の中で、一人でも多くの方が
北部で就職できるよう努力されたい。
○森林経営管理推進事業について、今後、市が
主体となって事業に取り組むことにより、林業の
再生が図られることを期待すると共にさらなる
拡大を求める。
○空き店舗活用支援事業について、制度の拡充を
評価する。商店等への周知に努められたい。
○耐震改修、簡易耐震改修の周知に努められたい。
○災害時応急対策整備事業費について、避難所
の災害備蓄品については優先度を考慮して積極
的に整備されたい。
○新たに開設される志賀小学校・上林小学校放
課後学級を大いに評価する。
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●平成30年度補正予算の内容
　一般会計１件と特別会計６件、公営企業会計２
件の合計９会計で補正を行い、総額２億8660万
円の減額となりました。
　一般会計では、小中学校の空調設備整備事業
費として968万円の増額、また７月豪雨の大規模
な災害により、事務事業の見直しが行われ、３億
6511万円が減額されました。他に事業費の確定
見込みによる補正です。

●審査の結果
採決の結果、平成31年度一般会計の１議
案と公営企業会計３議案は賛成多数となりまし
た。これらを除く17議案は全員賛成で可決とな
りました。
なお、本会議での採決に際しては、賛成多数
となった議案に対し、搗頭久美子議員から反
対、片岡英晃議員から賛成の立場で討論があり
ました。（5ぺージに要旨を掲載）

■ 市立診療所等特別会計
○受診が困難になった方の医療確保について市と
しても検討されたい。

■ 国民健康保険特別会計
○健診率を上げるため、土日の健診や場所と内容
など検討されたい。
■ 介護保険特別会計
○地域福祉活動事業費は、地域でサロン等実施
されている多くの団体に制度を活用してもらえる
よう周知に努められたい。
■ 後期高齢者医療特別会計
○保険料軽減措置が廃止となり負担増となる。実
態をよくつかみ受診抑制を避けること。

■ 駐車場特別会計
○市民が利用しやすい料金設定とし、利用者拡大
に努めること。
■ 上水道事業会計
○有収率向上に努められたい。

歳出

歳入

平成３1年度 歳入歳出の状況（一般会計）

総務費
14.3％

分担金・負担金　0.3％

使用料・手数料　2.5％

議会費・労働費
予備費
1.5％

地方譲与税ほか　5.5％

民生費
33.9％

土木費
12.1％

教育費 
9.9％

公債費 
7.9％

衛生費
11.6％商工費　1.7％

農林水産業費　3.6％

消防費　3.5％

自主財源 38.5％
依存財源 61.5％

財産収入・寄附金・諸収入
1.3％

《歳入・歳出》163億1934.6万円
●一般会計予算　前年度対比1.1％減の163億1934万円

新年度予算の主なもの

市税
27.8％

地方交付税
26.7％

国庫支出金
12.7％

府支出金
9.9％

市債　
6.7％

繰入金
    6.6％

○放課後学級運営事業費　　　  （8575万円）
新たに志賀小学校区と上林小学校区に各１
学級を増設し、合計16学級を運営する。
○林道維持管理費　　　　　　 （1703万円）
林道の適正な維持管理と林道橋の点検診断
を実施し、安全の確保と長寿命化計画を策
定する。
○宮代豊里線整備事業費　　 （1億9700万円）
市街地の南北をつなぐ主要道路である宮代
豊里線を整備し、安全性と利便性の向上を
図るため道路拡幅を実施する。
○社会体育施設整備事業費（市民センター整備事業） 
　　　　　　　　　　　　　　（4億 9147万円）
市民センター及び武道館を一体化した新た
な市民センターを整備し、本年度の完成を
目指す。

■ 農林業者労働災害共済特別会計
○広く周知し、加入者の拡大に努めること。

■ 下水道事業会計
○由良川左岸の内水被害の実態を理解し、本格
的雨水ポンプ場の整備着手を評価する。事業
着手後は早期に事業を進捗されたい。

■ 病院事業会計
○医師・看護師等の確保に努められたい。



20
年
据
え
置
い
て
き
た
末
の
改
定

財
源
が
な
く
財
政
運
営
が
破
綻
の
危
機
に

あ
っ
た
平
成
11
年
以
来
の
改
定
だ
が
、当
時

は
年
間
２
億
２
千
万
円
の
収
入
増
、今
回
は

３
千
万
円
の
収
入
増
で
あ
り
、収
入
増
額
は

桁
違
い
に
少
な
い
。平
成
11
年
以
来
12
年
間

に
渡
り
、「
入
る
を
量
り
て
出
を
制
す
」を
貫

い
た
こ
と
で
、破
綻
す
る
こ
と
な
く
、や
っ

と
財
政
の
健
全
化
が
で
き
た
。そ
の
後
、下

水
道
整
備
、建
物
の
改
築
や
耐
震
化
事
業
等

の
増
加
に
加
え
、毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る

災
害
の
復
旧
事
業
費
に
よ
り
、財
政
の
健
全

性
を
示
す
数
値
は
過
去
最
悪
と
な
り
、加
え

て
昨
年
の
7
月
豪
雨
等
未
曽
有
の
大
災
害
に

よ
り
、市
の
借
金
残
高
は
累
増
し
て
い
る
。

財
政
状
況
の
悪
化
を
防
ぎ
、持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
受
益
者
負
担

の
改
定
で
あ
る
。

賛成 創政会
荒　木　敏　文

●５7件の施設及び管理に関する条例を審査
行財政健全化の取り組みの中で、長期間の

料金の据置き、施設の老朽化等に伴う経費増
等に対応するため、また、平成31年10月に実
施される消費税率の改定に伴い、各施設等の
使用料等の改定に係る条例を審査しました。
意見では、「使用料、手数料の料金改定は消

費税増税を理由にしており、市民の理解は得
られない。」「消費税10％への引き上げは、利
用者負担の公平及び原価主義の観点から見直
し、調整する努力を求める。」「市民生活を考
慮して、20年間にわたって据え置いてきた各

種使用料・手数料を見直すことを理解する。」
「今回の見直しは、昨年の７月豪雨による本
市財政危機に伴う行財政健全化対策の一環で
あり、加えて他市の同様の使用料との均衡を
図るものであり、止むを得ないものだ。今後
においては、受益者負担の原則を堅持し、適
時適切な料金改定を行われたい。」とありま
した。
採決の結果、57件すべて賛成多数で可決と

なりました。
その他、16議案について審査を行い、採決

の結果、全員賛成で可決となりました。
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使用料及び手数料が改定されます総務教育建設委員会
産業厚生環境委員会

議
第
３
号　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定　

他
20
件

議
第
19
号

廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
適
正
処
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

他
35
件

計
画
に
基
づ
く
受
益
者
負
担
の
改
定

平
成
27
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
お
い
て
、使
用
料
等
の
料
金
体
系
を
見

直
し
、受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と

は
明
記
さ
れ
て
い
る
。

使
用
料
・
手
数
料
は
施
設
利
用
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、受
益
の
対
価
と

し
て
支
払
う
も
の
で
あ
る
。ご
み
処
理
経
費

が
年
間
６
億
円
を
超
え
る
中
、20
年
に
渡
り

据
え
置
い
て
い
た
た
め
、同
じ
生
活
圏
の
近

隣
市
と
比
べ
低
料
金
と
な
り
、負
担
の
公
平

化
と
維
持
費
財
源
捻
出
の
た
め
改
定
す
る
と

と
も
に
、改
定
に
よ
る
収
入
増
の
一
部
を
財

源
に
、資
源
ご
み
回
収
補
助
金
の
単
価
の
大

幅
ア
ッ
プ
に
よ
る
、ご
み
の
資
源
化
と
減
量

化
施
策
を
強
化
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。持
続
可
能
な
財
政
と
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
の
た
め
の
改
定
で
あ
る
。

賛成 創政会
荒　木　敏　文

市
職
員
の
命
を
守
れ
。

使
用
料
値
上
げ
は
根
拠
な
し

議
第
７
号「
市
職
員
の
勤
務

時
間
な
ど
」の
条
例
改
正
で
あ
る
が
、上
限

設
定
が「
過
労
死
ラ
イ
ン
」を
超
え
る
も
の

で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。ま
た
上
限
設
定
と

あ
わ
せ
、「
特
例
的
延
長
」を
し
て
い
る
こ
と

や
、他
律
的
業
務
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
以
外
の
20
件
の
議
案
は
、消
費
税
増

税
に
併
せ
て
各
種
使
用
料
を
引
き
上
げ
る
も

の
。日
本
共
産
党
は
増
税
し
な
く
て
も
、財

源
を
確
保
す
る
提
案
も
行
っ
て
い
る
。引
き

上
げ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、い
ず

れ
も
市
民
の
納
得
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。仮
に
消
費
税
増
税
さ
れ
れ
ば
、市
民
の

暮
ら
し
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
る
。こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、自
治
体
が
果
た
す
役
割

は
、市
民
の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
応
援
す
る

こ
と
で
あ
る
。

反対 日本共産党
吉　崎　　　久

安
易
な
市
民
負
担
増
よ
り
暮
ら
し
応
援
を

そ
も
そ
も
消
費
税
は
、所
得
の
低
い
人
ほ

ど
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
税
制
で
あ
り
、

消
費
増
税
に
は
反
対
。仮
に
消
費
税
が
増
税

さ
れ
れ
ば
、市
民
の
暮
ら
し
は
大
き
な
影
響

を
受
け
る
。こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市

施
設
の
利
用
料
・
手
数
料
や
ご
み
袋
料
金
、

初
診
時
特
定
療
養
費
な
ど
の
大
幅
な
値
上
げ

に
は
反
対
。

市
立
病
院
に
紹
介
状
な
し
で
初
め
て
受

診
し
た
場
合
に
か
か
る
初
診
時
特
定
療
養
費

は
、中
学
生
以
下
免
除
は
評
価
で
き
る
が
、

そ
れ
以
上
の
大
人
は
5
倍
以
上
に
値
上
げ
。

ご
み
袋
料
金
や
市
斎
場
の
火
葬
料
等
は
、〝
他

市
均
衡
〞と
の
理
由
で
価
格
の
み
を
比
較
し

て
の
値
上
げ
。
安
易
に
市
民
負
担
を
求
め

て
増
収
を
図
ら
ず
、市
は
市
民
の
暮
ら
し
を

し
っ
か
り
応
援
す
る
姿
勢
で
臨
む
べ
き
。

反対 日本共産党
中　島　祐　子

く
り
の
推
進
の
た
め
の
改
定
で
あ
る
。

賛成
安
易
な
市
民
負
担
増
よ
り
暮
ら
し
応
援
を

論論
討
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市
民
の
声
に
応
え
ヨ
ウ
素
剤
事
前
配
布
を

本
請
願
は
、原
発
事
故
時
に
、放
射
性
物

質
か
ら
住
民
の
命
を
守
る
最
低
限
の
備
え
と

し
て
、「
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
」を「
全
市

民
を
対
象
に
」行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

住
民
避
難
計
画
で
は
、ま
ず
屋
内
退
避
し

て
放
射
線
量
が
高
い
プ
ル
ー
ム
の
通
過
を
待

ち
、そ
の
後
に
避
難
す
る
、安
定
ヨ
ウ
素
剤

は
避
難
の
途
中
で
配
布
す
る
と
し
て
い
る
。

市
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、被
ば
く
す
る
前

に
ヨ
ウ
素
剤
を
飲
み
、す
ぐ
に
避
難
す
る
こ

と
。年
齢
が
低
い
子
ど
も
達
ほ
ど
放
射
線
へ

の
感
受
性
が
高
く
、甲
状
腺
被
ば
く
の
リ
ス

ク
を
大
き
く
受
け
る
。市
は
市
民
を
安
全
に

避
難
さ
せ
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

綾
部
市
は
原
発
か
ら
40
㎞
圏
内
に
ほ
ぼ
全

域
が
入
る
。ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
を
求
め

る
市
民
の
声
に
応
え
る
べ
き
。

賛成 日本共産党
中　島　祐　子

議
第
72
号

一
般
会
計
予
算　

他
５
件

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
予
算

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
未
曾
有
の
大
災

害
か
ら
の
復
旧
、復
興
を
最
優
先
と
し
た
緊

縮
予
算
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
災
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
」を
厳
選
さ
れ
て
お
り
、医
・
職
・
住
・

教
育
・
情
報
発
信
を
柱
に
、緊
縮
予
算
と
は

い
え
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、将

来
へ
の
種
ま
き
も
大
切
に
さ
れ
る
予
算
を
編

成
さ
れ
て
お
り
、評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、消
費
税
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、

使
用
料
、手
数
料
が
改
定
さ
れ
た
。税
の
公

平
負
担
、受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
も
や
む

を
得
な
い
。特
に
、上
・
下
水
道
、病
院
事
業

で
は
、引
き
上
げ
を
行
わ
な
け
れ
ば
、事
業

経
営
が
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

賛成 民政会
片　岡　英　晃

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
災
害
対
策
指
針
を
基
本
と

し
、市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て
は
、避
難
と
併
せ
、

規
制
委
員
会
が
服
用
の
必
要
性
を
判
断
し
、

初
め
て
服
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
様
々
な
状
況
、条
件
の
も
と
、事

前
に
配
布
す
る
こ
と
で
、服
用
す
る
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
を
自
己
判
断
さ
れ
、早
く
飲
み
す

ぎ
た
り
、保
管
中
に
紛
失
し
服
用
す
べ
き
時

に
服
用
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
を
考

え
る
と
、原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
定
め
る

基
準
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
た
、綾
部
市
原
子

力
災
害
住
民
避
難
計
画
に
従
い
、安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
適
切
に
保
管
し
た
う
え
で
、避
難
経

路
途
中
の
配
布
場
所
で
避
難
者
に
手
渡
し
、

服
用
す
る
こ
と
が
、現
時
点
で
は
合
理
的
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

反対 創政会
柳　原　秀　一

増
税
か
ら
市
民
を
守
る
市
政
を
求
め
る

予
算
は「
行
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
」

と
し
て
、10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
機
に
、

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
等
で
歳
入
増
を

見
込
ん
で
い
る
が
認
め
ら
れ
な
い
。社
会
保

障
充
実
を
口
実
に
消
費
税
導
入
し
た
が
、充

実
の
実
感
は
な
い
。年
金
生
活
者
の
介
護
保

険
料
や
医
療
保
険
料
は
所
得
が
低
い
ほ
ど
負

担
が
大
き
く
、生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。市

の
努
力
で
市
民
生
活
を
守
る
べ
き
。「
財
源
を

し
め
せ
」と
言
わ
れ
た
が
、大
企
業
等
へ
の

優
遇
税
制
を
正
す
こ
と
で
、増
税
中
止
と
社

会
保
障
充
実
の
予
算
確
保
は
可
能
。

原
発
ゼ
ロ
の
政
治
判
断
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、防
災
対
策
の
強
化
、同

和
問
題
を
特
別
視
す
る
人
権
教
育
の
是
正
、

市
立
病
院
の
初
診
時
特
定
療
養
費
５
倍
引
き

上
げ
の
再
考
を
求
め
る
。

反対 日本共産党
搗　頭　久美子

請
願
第
２
号

全
市
民
を
対
象
と
し
た
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に

関
す
る
請
願
書

児
童
相
談
所
一
時
保
護
所
代
替
施
設
を

京
都
府
北
部
に
唯
一
あ
る
福
知
山
児
童
相

談
所
の
一
時
保
護
所
が
１
年
３
カ
月
の
間
機

能
し
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
請
願
。一
時
保
護
は
基
本
的

に
、京
都
市
東
山
区
に
あ
る
家
庭
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
に
移
る
。困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
は
、本
来
身
近
な
場
所
で
安
全
な
生
活

環
境
を
保
証
さ
れ
る
べ
き
。家
庭
か
ら
遠
く

離
れ
た
場
所
で
の
保
護
が
、大
き
な
負
担
と

な
る
子
も
い
る
こ
と
を
、専
門
家
も
危
惧
し

て
い
る
。平
成
29
年
度
の
相
談
件
数
は
5
市

2
町
で
９
９
５
件
、う
ち
虐
待
の
相
談
件
数

は
４
１
５
件
。こ
の
相
談
を
18
名
の
職
員
が

担
当
。相
談
が
増
え
続
け
、緊
急
保
護
の
必

要
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。請
願
者
の
願
意

は
、「
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
福
知
山
に
一

時
保
護
所
が
必
要
」で
あ
る
。

賛成 日本共産党
井　田　佳代子

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
が
第
一

一
時
保
護
が
必
要
な
際
は
、一
時
保
護
所

と
し
て
必
要
な
機
能
が
充
分
備
わ
っ
て
い
る

京
都
市
の
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
と
宇
治

市
の
一
時
保
護
所
と
府
北
部
の
養
護
施
設
で

対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。こ

れ
ま
で
同
様
、速
や
か
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
、最
善
を
尽
く
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、

課
題
が
あ
れ
ば
、そ
の
都
度
協
議
を
し
、改

善
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
、安
易

な
考
え
で
は
な
く
、子
ど
も
の
安
全
・
安
心

を
第
一
に
考
え
な
い
と
子
ど
も
は
守
れ
な

い
。適
応
し
た
機
能
や
体
制
が
充
分
備
わ
っ

た
施
設
が
必
要
で
あ
る
。今
日
ま
で
い
ろ
い

ろ
と
協
議
、検
討
さ
れ
た
上
で
の
対
応
で
あ

り
、従
っ
て
、現
在
、一
時
保
護
所
代
替
施
設

を
福
知
山
市
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、賛
同
で
き
な
い
。

反対 公明党
森　　　義　美

請
願
第
１
号　

京
都
府
福
知
山
児
童
相
談
所　

一
時

保
護
所
の
代
替
施
設
を
福
知
山
市
内
に
設
置
す
る
よ

う
京
都
府
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
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《 賛否が分かれた議案・請願》

市民センターの設置及び管理に関する条例の制定
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正
運動施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
水源の里・老富会館の設置及び管理に関する条例の一部改正
コミュニティホールの設置及び管理に関する条例の一部改正
コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正
里山交流研修センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
奥上林研修センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
地域情報センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
あやべハートセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正
かんばやし交流館の設置及び管理に関する条例の一部改正
男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
市立学校使用条例の一部改正
天文館の設置及び管理に関する条例の一部改正
健康ファミリーセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正
ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正

塩
見
麻
理
子

森

　
　義
美

村
上

　宣
弘

中
島

　祐
子

井
田
佳
代
子

吉
崎

　
　久

搗
頭
久
美
子

梅
原

　哲
史

柳
原

　秀
一

渡
辺

　弘
造

荒
木

　敏
文

藤
岡

　康
治

酒
井

　裕
史

本
田

　文
夫

安
藤

　和
明

片
岡

　英
晃

種
清

　喜
之

議第 ３ 号
議第 ７ 号
議第１７号
議第１８号
議第１９号
議第２０号
議第２１号
議第２２号
議第２３号
議第２４号
議第２５号
議第２６号
議第２７号
議第２８号
議第２９号
議第３０号
議第３１号
議第３２号
議第３３号

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

心
友
会

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

会派名

議員
件名・結果

(賛成： ◯　反対：×)

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意
同意

可決

《 全員賛成で可決・同意した議案》

教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の制定
市民センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
部設置条例の一部改正
ＵＩターン者定住支援住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正
職員定数条例の一部改正
開発関連施設整備基金設置及び管理条例の一部改正
介護福祉士育成修学資金の貸与に関する条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正
地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の一部改正
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正
公益財団法人綾部市医療公社への奨学資金の貸与に関する条例の一部改正
火災予防条例の一部改正
消防団の定員、任免、服務等に関する条例の一部改正
市道路線の認定
第３次綾部市環境基本計画の策定

市立診療所等特別会計予算
農林業者労働災害共済特別会計予算
国民健康保険特別会計予算
介護保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
住宅・工業団地事業特別会計予算

一般会計補正予算（第７号）
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
介護保険特別会計補正予算（第３号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
簡易水道特別会計補正予算（第３号）
下水道事業特別会計補正予算（第２号）
地域排水事業特別会計補正予算（第３号）
上水道事業会計補正予算（第２号）
病院事業会計補正予算（第３号）

固定資産評価審査委員会委員の選任
人権擁護委員の候補者の推薦

市議会委員会条例の一部改正

議第 １ 号
議第 ２ 号
議第 ４ 号
議第 ５ 号
議第 ６ 号
議第 ８ 号
議第 ９ 号
議第１０号
議第１１号
議第１２号
議第１３号
議第１４号
議第１５号
議第１６号
議第９３号
議第９４号

議第７３号
議第７４号
議第７５号
議第７６号
議第７７号
議第８０号

議第８４号
議第８５号
議第８６号
議第８７号
議第８８号
議第８９号
議第９０号
議第９１号
議第９２号

同第１号
諮第１号

議会第１号

市長提案の議案
件　　　名 結　果

平成31年度当初予算

平成30年度補正予算

人事案件

議会提案の案件
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《 賛否が分かれた議案・請願》

人権福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
共同集会所等の設置及び管理に関する条例の一部改正
福祉ホールの設置及び管理に関する条例の一部改正
清山荘の設置及び管理に関する条例の一部改正
ふれあいの家の設置及び管理に関する条例の一部改正
保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正
地域し尿処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
市民ホールの設置及び管理に関する条例の一部改正
Ｉ・Ｔビルの設置及び管理に関する条例の一部改正
綾部工業団地・交流プラザの設置及び管理に関する条例の一部改正
綾部工業団地・ヘリストップの設置及び管理に関する条例の一部改正
ものづくり交流館の設置及び管理に関する条例の一部改正
研修センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
東部地域観光関連施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
あやべ温泉の設置及び管理に関する条例の一部改正
あやべ山の家の設置及び管理に関する条例の一部改正
農村婦人の家の設置及び管理に関する条例の一部改正
農業振興センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
ふるさと味あやべ工房の設置及び管理に関する条例の一部改正
二王公園の設置及び管理に関する条例の一部改正
基幹集落センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
豊里コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正
物部営農指導センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
うずい野農村広場条例の一部改正
以久田野多目的広場の設置及び管理に関する条例の一部改正
山家運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正
綾部ふれあい牧場の設置及び管理に関する条例の一部改正
林業センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
林業者等健康管理センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
東部グラウンドの設置及び管理に関する条例の一部改正
農業集落排水施設条例の一部改正
駐車場条例の一部改正
下水道条例の一部改正
特定地域生活排水処理事業条例の一部改正
簡易水道条例の一部改正
上水道給水条例の一部改正
市立病院の使用料等に関する条例の一部改正
一般会計予算
駐車場特別会計予算
簡易水道特別会計予算
上水道事業会計予算
下水道事業会計予算
病院事業会計予算
京都府福知山児童相談所　一時保護所の代替施設を福知山
市内に設置するよう京都府に意見書提出を求める請願書
全市民を対象とした安定ヨウ素剤の事前配布に関する請願書

塩
見
麻
理
子

森

　
　義
美

村
上

　宣
弘

中
島

　祐
子

井
田
佳
代
子

吉
崎

　
　久

搗
頭
久
美
子

梅
原

　哲
史

柳
原

　秀
一

渡
辺

　弘
造

荒
木

　敏
文

藤
岡

　康
治

酒
井

　裕
史

本
田

　文
夫

安
藤

　和
明

片
岡

　英
晃

種
清

　喜
之

議第３４号
議第３５号
議第３６号
議第３７号
議第３８号
議第３９号
議第４０号
議第４１号
議第４２号
議第４３号
議第４４号
議第４５号
議第４６号
議第４７号
議第４８号
議第４９号
議第５０号
議第５１号
議第５２号
議第５３号
議第５４号
議第５５号
議第５６号
議第５７号
議第５８号
議第５９号
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●京都府福知山児童相談所　一時保護所の代替施設を福知山市内に設置するよう京都府
に意見書提出を求める請願書
　提案者 :代表 村　上　嘉　彦 氏　　採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

●全市民を対象とした安定ヨウ素剤の事前配布に関する請願書
　提案者 :ヨウ素剤配ってよ＠あやべ  代表　　塚　﨑　　圭 氏
                                                  採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

請
願
審
査



Ｑ　
民
間
事
業
者
が
進
め
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ

ス
）関
連
事
業（
舞
鶴
港
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
、舞
鶴
港
〜
三

田
間
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
、沿
線
自
治
体
へ
Ｌ
Ｎ
Ｇ

火
力
発
電
所
設
置
）は
、原
発
依
存
度
を
下
げ
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
な
ど
、北
部
活
性
化
の

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。綾
部
市
を
含
む
沿
線

自
治
体
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

Ａ　
本
事
業
は
、太
平
洋
沿
岸
に
集
中
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
の
分
散
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

確
保
及
び
安
価
な
ガ
ス
供
給
、電
力
供
給
に
よ
る
地
域

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。京
都
府
北
部
地

域
連
携
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
の
研
究
や

推
進
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、京
都
府
や
北
部
５
市
２
町

に
よ
る
連
携
支
援
体
制
は
、今
後
事
業
者
と
の
協
議
の

中
で
議
論
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
地
域
で
生
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
地

域
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
お
金
、
人
を
循
環
さ
せ
利
益
を

地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み
の
自
治
体
新
電
力
事
業
を
実

施
し
、
再
エ
ネ
に
加
え
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
な
事
業
展
開
が
可

能
と
な
り
大
き
な
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
自
治
体
新

電
力
事
業
の
推
進
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
自
治
体
新
電
力
事
業
で
公
共
施
設
の
電
気
代
削
減

や
収
益
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
事
例
は
あ
る
。一

方
で
、事
業
収
益
に
つ
い
て
は
地
域
へ
の
売
電
単
価
と

地
域
で
発
電
さ
れ
る
電
力
の
供
給
単
価
及
び
運
営
経

費
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。Ｌ
Ｎ
Ｇ
ガ

ス
発
電
に
よ
る
電
力
供
給

単
価
が
不
明
な
現
時
点
で

は
、今
後
慎
重
に
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。
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Ｑ　
先
日
、綾
部
市
地
域
づ
く
り
健
康
診
断
の
最
終
報
告

を
聞
い
た
。現
総
合
計
画
策
定
時
に
も
診
断
を
受
け
非

常
に
参
考
に
な
り
、後
年
、診
断
が
極
め
て
正
確
で
あ

る
と
感
じ
た
。前
回
は
高
齢
者
人
口
の
絶
対
数
は
増
え

な
い
。最
大
の
課
題
は
生
産
年
齢
人
口
と
若
年
人
口
の

減
少
対
策
だ
っ
た
。診
断
を
基
に
計
画
策
定
・
実
施
し

た
結
果
今
回
の
診
断
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

Ａ　
綾
部
・
福
知
山
間
の
人
の
移
動
が
従
来
よ
り
活
発

化
し
て
い
る
。綾
部
に
は
舞
鶴
等
か
ら
転
入
超
過
、綾

部
の
雇
用
者
数
は
増
加
傾
向
だ
が
従
業
員
の
住
宅
不
足

が
解
消
し
て
い
な
い
。定
住
サ
ポ
ー
ト
で
の
改
善
の
影

響
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
の
診
断
。

　
　
計
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
着
実
に
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

Ｑ　
人
口
が
2
分
の
1
に
満
た
な
い
綾
部
と
福
知
山
の

間
の
通
勤
・
通
学
者
数
が
同
数
に
近
い
こ
と
、舞
鶴
か

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
!!

民
政
会
　
　
種　
清　
　
喜　
之

平
成
の
次
の
時
代
の
総
合
計
画
を
問
う

創
政
会
　
　
荒　
木　
敏　
文

市政を問うう市政を問う
代 表 質 問 ・ 一 般 質 問

議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況
平成 30年４月１日から平成 31年３月 31日までの公文書開示請求はありませんでした。
議会に関する情報開示については、議会事務局（電話42－1259）へお問い合わせください。
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３月10日から12日の３日間にわたって15人の議員が市政全般について
質問を行いました。なお、10日は「日曜議会」を開催し、各会派の代表3人が
質問を行いました。ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。
（掲載は登壇順）

Ｑ
　
多
大
な
災
害
発
生
に
よ
り
、厳
し
い
財
政
運
営
を
迫

ら
れ
て
い
る
が
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
市
政
運
営
が
必
要
だ
。平
成
20
年
か
ら
10
年

間
の
給
与
所
得
者
の
収
入
は
、10
万
円
減
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
10
年
間
の
一
人
当
た
り
の
平
均
収
入
は
、ほ
ぼ
同
水

準
で
あ
る
。し
か
し
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大
幅
に
収

入
が
減
少
し
、そ
の
後
低
迷
し
て
い
る
。全
体
と
し
て

は
上
向
き
と
な
っ
て
い
る
が
、最
新
の
消
費
マ
イ
ン
ド

の
基
調
判
断
は
少
し
弱
ま
っ
て
い
る
。

Ｑ　
生
活
実
感
か
ら
見
れ
ば
、多
く
の
市
民
は
こ
の
10
年

間
で
暮
ら
し
向
き
が
良
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
な
い
。

特
に
子
育
て
世
代
の
方
は
、就
学
援
助
が
以
前
と
比
較

し
て
大
き
く
増
え
て
い
る
現
実
が
あ
る
。そ
こ
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
消
費
税
増
税
。だ
か
ら
こ
そ
暮
ら
し
応

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
。

ま
た
正
規
・
非
正
規
の
割
合
や
物
価
指
数
、イ
ン
フ
レ

な
の
か
デ
フ
レ
な
の
か
等
、実
質
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
な
ど
要
因
分
析
が
必
要
だ
。

Ｑ
　
今
年
度
各
種
利
用
料
や
手
数
料
の
値
上
げ
が
提
案

さ
れ
た
が
、そ
の
根
拠
は
何
か
。

Ａ　
ほ
と
ん
ど
の
公
共
料
金
は
平
成
11
年
か
ら
20
年
間

据
え
置
き
、消
費
税
８
％
以
降
も
料
金
転
嫁
し
て
い
な

い
。ま
た
各
施
設
の
６
割
が
築
30
年
以
上
経
過
し
、老

朽
化
し
て
維
持
経
費
が
増
大
。こ
の
状
況
か
ら
10
％
の

増
税
時
に
合
わ
せ
て
改
定
を
提
案
し
た
。

Ｑ
　
特
に
、毎
日
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
ご
み
袋
な
ど
は

引
き
上
げ
す
る
べ
き
で
は

な
い
が
ど
う
か
。

Ａ　
全
て
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
税
で
賄
う
こ
と
は
困

難
。
必
要
な
コ
ス
ト
の
一

部
は
利
用
者
負
担
で
行

う
。

暮
ら
し
応
援
の
新
年
度
予
算
を

日
本
共
産
党
　
　
吉　
崎　
　
　
久

ら
は
綾
部
か
ら
の
2
倍
の
通
勤
・
通
学
者
が
あ
る
こ
と

等
、小
都
市
の
割
に
昼
間
人
口
を
引
き
付
け
て
い
る
の

は
企
業
誘
致
施
策
等
の
成
果
。し
か
し
若
年
人
口
の
減

少
は
変
わ
ら
ず
で
、総
合
計
画
の
最
大
の
課
題
だ
。そ

こ
で
、移
住
立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
人
口
4
万
人
と
新

総
合
計
画
の
人
口
フ
レ
ー
ム
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

Ａ　
移
住
立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
政
だ
け
で
な
く
、市

民
、各
団
体
、事
業
者
等
が
オ
ー
ル
あ
や
べ
で
協
力
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、移
住
候
補
地
と
し
て
の

情
報
発
信
を
強
化
し
、将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、移
住
立
国
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
気
込
み
を
示
す
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
30
年
後
に
人
口

4
万
人
と
し
た
も
の
で
、

超
長
期
的
な
未
来
へ
掲
げ

た
数
字
だ
。

同意した人事案件
●固定資産評価審査委員会委員の選任

久　木　圭　史さん（駅前通）＝再
●人権擁護委員の候補者の推薦

山　本　みさ子さん（西　町）＝再



Ｑ
　
東
八
田
地
区
の
施
福
寺
自
治
会
や
吉
美
地
区

の
星
原
自
治
会
な
ど
で
、防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
研
修
会
が
行
わ
れ
た
が
、ど
の
く
ら
い
の

参
加
者
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　
施
福
寺
自
治
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
の

べ
47
人
。星
原
町
は
住
民
の
代
表
者
た
ち
が
活

動
組
織
を
立
ち
上
げ
、防
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
研
修
会
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。吉
美
公
民

館
で
の
研
修
会
に
は
70
人
、里
山
交
流
研
修
セ

ン
タ
ー
・
森
も
り
ホ
ー
ル
に
は
87
人
が
参
加
さ

れ
た
。

Ｑ
　
施
福
寺
地
区
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、京

都
府
立
大
三
好
助
教
授
を
中
心
と
し
て
、地
図

で
危
険
個
所
や
災
害
が
あ
っ
た
場
所
を
確
認

し
、避
難
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
説
明
を
聞
き
、京

都
府
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
同
内
容
の
研

修
を
さ
れ
た
。ま
た
、吉
美
公
民
館
で
の
研
修
会

で
は
避
難
所
体
験
や
持
出
し
品
の
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
た
。住
民
の
危
機
管
理
意
識
が
高
い
う

ち
に
防
災
関
連
の
活
動
を
市
と
し
て
行
う
計
画

が
あ
る
の
か
。

Ａ　
平
成
31
年
度
の
自
主
防
災
組
織
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
総
会
の
研
修
会
で
三
好
助
教
授
に

お
い
で
い
た
だ
き
、今
回
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
づ

く
り
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
得
ら
れ
た
事
柄
に
つ

い
て
、話
を
い
た
だ
く
予
定
。ま
た
、組
織
機
構

改
革
を
行
い
、市
の
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
か
ら
、地
域
の
防
災
組
織
へ
の
支
援
も
強

化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

綾部市の防災研修などの予定は民政会　　酒　井　裕　史
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一般質問

Ｑ
　
所
有
者
不
明
土
地
と
は
登
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
情
報
を
頼
り
に
し
て
所
有
者
や
そ
の
住
所

に
連
絡
を
試
み
て
も
、住
所
が
変
わ
っ
て
い
た

り
所
有
者
が
別
の
人
に
変
わ
っ
て
い
た
り
し
て

真
の
所
有
者
の
所
在
が
直
ち
に
わ
か
ら
な
い
場

合
の
こ
と
を
い
い
、サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
に
よ

り
全
体
の
19
・
８
%
を
占
め
て
い
る
。

　
　
昨
年
11
月
15
日
に
施
行
さ
れ
た「
所
有
者
不

明
土
地
特
別
措
置
法
」そ
の
内
容
は
。

Ａ　
公
共
事
業
の
円
滑
な
進
捗
や
所
有
者
不
明
の

未
利
用
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
目
的
で
制

定
さ
れ
、「
所
有
者
の
探
索
を
合
理
化
す
る
仕
組

み
」及
び「
所
有
者
不
明
土
地
を
適
切
に
管
理
す

る
仕
組
み
」が
既
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、「
所
有

者
不
明
土
地
を
円
滑
に
利
用
す
る
仕
組
み
」が

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
　
相
続
登
記
未
了
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る

が
、税
務
署
が
打
ち
出
し
た「
相
続
に
よ
る
土
地

の
所
有
権
移
転
登
記
に
対
す
る
登
録
免
許
税
の

免
税
措
置
」と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。ま
た
、

市
民
の
皆
様
に
対
す
る
周
知
方
法
は
。

Ａ　
相
続
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
し
た
個
人
が
登

記
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
、そ
の
個
人
に

対
し
て
受
け
る
相
続
登
記
は
免
税
と
な
る
。ま

た
、少
額
の
土
地
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場

合
も
免
税
と
な
る
。周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
啓
発
チ
ラ
シ
を
窓
口
に

設
置
し
て
い
る
。

所有者不明土地の解消を新政会　　村　上　宣　弘

Ｑ
　
京
都
新
聞
に
、昨
年
７
月
の
豪
雨
で
被
災
し

た
福
知
山
市
夜
久
野
町
の
住
民
が
、防
災
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
す
る
中
で
、民
家
を
緊
急
避
難
所

に
指
定
し
た
と
い
う
取
り
組
み
が
記
載
さ
れ
て

い
た
。　　
　
　
　
　
　
　

　
　
そ
れ
は
同
町
の
柿
本
地
区
で
、山
間
部
に
位

置
し
、ほ
ぼ
全
域
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。災
害
当
時
、こ
の
地
区
か
ら
広

域
避
難
所
へ
の
道
が
遮
断
さ
れ
た
と
い
う
教
訓

か
ら
、唯
一
安
全
な
一
軒
の
民
家
を
、住
人
の
協

力
の
も
と
、緊
急
避
難
所
に
指
定
し
た
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
綾
部
市
で
も
民
家
を
緊
急
避
難
所
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
市
の
考

え
は
。

Ａ　
地
域
の
緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、地
域

の
共
有
財
産
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
さ
れ
て
い
る
例

が
多
い
状
況
で
あ
る
。地
域
の
共
助
の
中
で
、い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
と
し
て
、個
人
や
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決

め
て
お
く
こ
と
や
、地
域
内
で
安
全
な
避
難
場

所
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
命
を
守
る
た
め
に

極
め
て
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
大
雨
な
ど
急
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
は
、

隣
近
所
に
一
時
避
難
を
す
る
と
い
う
方
法
も
、

安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
有
効
な
選
択
肢
で
あ

る
こ
と
を
出
前
講
座
な
ど
の
講
習
会
な
ど
で
も

地
域
の
皆
さ
ん

に
お
伝
え
を
し

て
、地
域
内
で
ご

検
討
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

民家を緊急避難所にする考えは創政会　　柳　原　秀　一
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Ｑ
　
高
齢
者
の
皆
様
が
元
気
で
い
ら
れ
る
仕
組
み

の
一
つ
に
、綾
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
が
大

き
く
、ま
た
、綾
部
市
に
と
っ
て
も
大
切
な
組

織
。定
年
の
引
き
上
げ
や
超
高
齢
化
社
会
に
な

り
、老
人
ク
ラ
ブ
も
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

聞
い
て
い
る
。現
状
と
課
題
は
。

Ａ　
会
員
数
の
推
移
は
、平
成
28
年
度
に
中
上
林

地
区
で
増
加
は
し
た
が
、全
体
の
近
年
の
傾
向

と
し
て
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会
の
実
施
や
個
人
会
員
の

募
集
に
向
け
た
動
き
も
あ
る
。

　
　
課
題
は
役
員
の
な
り
手
不
足
、60
代
の
中
に

は
、現
役
が
多
い
。自
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
や
講
座

等
の
情
報
を
得
て
、趣
味
や
仲
間
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、地
域
の
か
か
わ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
化
な
ど
は
あ
る
。

Ｑ
　
私
が
住
ん
で
い
る
桜
が
丘
で
は
、年
齢
が
達

し
て
い
る
方
が
増
え
た
が
、ま
だ
老
人
ク
ラ
ブ

が
存
在
し
て
い
な
い
。個
人
会
員
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。補
助
や
施
策
な
ど
は
ど
う
か
。

Ａ　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、個
人
会
員
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
結
成
、さ

ら
に
は
綾
老
連
へ
の
加
入
に
つ
な
が
る
。ま
た
、

広
報
ね
っ
と
へ
の
掲
載
。補
助
は
、単
位
ク
ラ
ブ

を
基
本
と
考
え
て
お
り
、高
齢
者
の
生
き
が
い

や
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、明
る
い

長
寿
社
会
の
実
現
と
健
康
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

綾部市老人クラブ個人会員促進は民政会　　藤　岡　康　治

Ｑ
　
後
期
基
本
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
評
価
は
。

Ａ　
商
店
街
へ
の
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面
で
の
補

助
で
、景
観
づ
く
り
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、商

業
の
現
状
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
　
軽
減
税
率
が
同
時
に
導
入
さ
れ
る
今
回
の

消
費
税
率
改
正
は
複
雑
で
あ
る
。市
内
小
売
り

サ
ー
ビ
ス
業
、飲
食
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
と
お
考
え
か
。

Ａ　
複
数
税
率
対
応
の
レ
ジ
の
導
入
や
、受
発
注

シ
ス
テ
ム
の
改
修
、そ
し
て
会
計
ソ
フ
ト
の
更

新
な
ど
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
影
響
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
備
え
を
さ
ら
に
複
雑
に
す
る
の
が
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
、そ

の
目
的
や
効
果
、今
後
の
動
向
を
見
極
め
、経
営

者
は
導
入
の
是
非
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、的
確

な
判
断
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ　
国
の
補
助
制
度
の
周
知
も
引
き
続
き
必
要

で
、綾
部
商
工
会
議
所
や
中
小
企
業
庁
と
も
引

き
続
き
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
　
５
年
後
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
大

き
な
影
響
を
受
け
る
消
費
税
免
税
事
業
者
数

は
。ま
だ
施
行
ま
で
４
年
６
カ
月
の
時
間
が
あ

る
。綾
部
商
工
会
議
所
と
の
連
携
で
実
態
調
査

を
行
い
、そ
の
影
響
を
事
前
に
把
握
し
、し
っ
か

り
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
福
知
山
税
務
署

に
よ
る
と
、
平
成

29
年
度
申
告
で
消

費
税
事
業
所
得
者

１
０
７
４
名
の
う

ち
、
８
４
７
名
で

あ
る
。

インボイス制度に万全の対策を創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ
　
原
発
事
故
の
際
、30
キ
ロ
圏
内
の
住
民
が
最

初
に
集
ま
る
84
カ
所
の
一
時
集
結
場
所
へ
の
職

員
配
置
は
。

Ａ　
基
本
的
に
は
車
両
で
各
集
結
場
所
へ
迎
え
に

回
る
こ
と
に
な
る
の
で
、全
て
に
職
員
が
必
要

と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
　
自
治
会
役
員
、消
防
団
員
、自
主
防
災
会
の

方
々
に
も
防
護
服
な
ど
市
職
員
並
み
の
被
曝
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
が
必
要
で
は
。

Ａ　
消
防
団
員
、自
治
会
役
員
の
方
に
は
、地
域
住

民
と
一
緒
に
避
難
す
る
際
に
誘
導
し
て
い
た
だ

く
の
で
、ほ
か
の
住
民
の
方
と
異
な
っ
た
対
応

を
し
て
も
ら
う
必
要
は
な
い
。防
護
服
等
の
準

備
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
避
難
計
画
に
よ
る
原
発
30
キ
ロ
圏
内
の
住
民

へ
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
に
必
要
な
職
員
体

制
は
。

Ａ　
保
健
師
を
14
名
動
員
し
て
、緊
急
配
布
を
行

う
計
画
。配
布
は
訓
練
を
受
け
た
職
員
で
も
対

応
可
能
で
、避
難
車
両
の
添
乗
者
な
ど
も
含
め
、

迅
速
な
配
布
体
制
を
検
討
し
、計
画
し
て
ま
い

り
た
い
。

Ｑ
　
緊
急
配
布
時
に
使
用
す
る
問
診
票
は
、５
キ

ロ
圏
内
の
事
前
配
布
で
使
用
す
る
問
診
票
と
は

違
い
、重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
と
本
人
が

希
望
す
る
か
の
確
認
だ
け
の
内
容
と
な
っ
て
お

り
、事
前
配
布
よ
り
も
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
は
。

Ａ　
基
本
的
に
、緊
急
時
配
布
で
は
、投
与
後
の
管

理
を
す
る
。服
用

後
副
作
用
が
出
た

場
合
は
、直
ち
に

医
療
機
関
に
通
報

し
て
対
処
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

住民避難とヨウ素剤配布の考えは日本共産党　　中　島　祐　子



あやべ市議会だより　No.125 12

一般質問

Ｑ
　
国
民
皆
保
険
制
度
の
柱
と
な
る
国
民
健
康
保

険（
国
保
）加
入
者
の
世
帯
所
得
、職
業
構
成
を

尋
ね
る
。

Ａ　
基
礎
控
除
後
の
所
得
は
約
68
万
円
。平
成
29

年
度
厚
労
省
統
計
で
は
、年
金
受
給
な
ど
無
職

が
45
％
、パ
ー
ト
勤
務
な
ど
が
32
％
。

Ｑ
　
10
年
前
と
比
較
す
る
と
世
帯
所
得
は
18
万
円

も
減
少
し
て
い
る
。一
方
、国
保
料
は
２
万
４
千

円
増
加
。国
保
は
加
入
者
所
得
が
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
保
険
料
は
一
番
高
い
。全
国
健
康
保

険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）程
度
ま
で
引
き
下
げ
が

で
き
な
い
か
。

Ａ　
国
保
は
年
齢
構
成
や
医
療
費
水
準
も
高
い
た

め
、所
得
に
占
め
る
保
険
料
負
担
が
重
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、低
所
得
者
対
策
と
し
て
保

険
料
の
軽
減
制
度
が
あ
る
。ま
た
、国
に
対
し
て

財
源
確
保
の
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
国
保
は
他
の
医
療
保
険
に
は
な
い
平
等
割
や

世
帯
人
数
ご
と
に
か
か
る
均
等
割
が
あ
り
、子

ど
も
が
多
い
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
仕
組
み
。子

育
て
支
援
と
し
て
均
等
割
廃
止
実
施
自
治
体
が

全
国
で
25
あ
る
。本
市
で
の
対
象
人
数
や
必
要

経
費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　
統
計
上
５
歳
刻
み
で
、14
歳
ま
で
の
人
数
は

４
０
３
人
、均
等
割
廃
止
に
約
１
１
０
０
万
円

必
要
と
推
計
し
て
い
る
。均
等
割
を
廃
止
し
た

場
合
、制
度
上
、そ
の
不
足
額
は
高
齢
者
を
含

め
た
他
の
加
入
者
等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
る
た
め
、

実
施
は
困
難
で
あ

る
。

高すぎる国保料引下げを問う日本共産党　　搗　頭　久美子

Ｑ
　
２
０
１
７
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
新
学
習
指

導
要
領
は
完
全
実
施
を
２
０
２
０・２
１
年
度

と
し
、そ
れ
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。教
育
内
容
も
新
た
に
な
る
が
新
学
習
指
導

要
領
の
変
更
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
新
学
習
指
導
要
領
の
具
体
的
な
教
育
内
容
の

変
更
は
、国
語
教
育
を
中
心
と
し
た
言
語
能
力

の
確
実
な
育
成
、理
数
教
育
、外
国
語
教
育
の
充

実
、体
験
活
動
の
重
視
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
能
力
の
育
成
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
綾
部
の
教
育
は
、小
学
生
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
や
中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
な

ど
特
色
の
あ
る
外
国
語
教
育
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、新
学
習
指
導
要
領
で
外
国
語
教
育
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、３
年
生

と
４
年
生
で
外
国
語
活
動
、５
年
生
と
６
年
生

で
外
国
語
科
が
導
入
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

で
年
間
35
単
位
時
間
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
　
質
の
高
い
外
国
語
授
業
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、指
導
者
で
あ
る
教
職
員
の
充
実
が
不
可
欠

だ
が
、現
在
１
名
の
専
科
教
員
で
対
応
可
能
か
。

働
き
方
改
革
も
併
せ
て
体
制
充
実
の
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
。

Ａ　
小
学
校
の
英
語
教
育
の
教
科
化
に
向
け
て
、

英
語
専
科
指
導
教
員
を
平
成
31
年
度
２
名
配
置

し
、複
数
の
学
校
で
外
国
語
科
の
授
業
を
担
当

す
る
と
と
も
に
、

授
業
時
間
数
が
増

え
る
担
任
教
諭
の

負
担
を
減
ら
す
。

新学習指導要領での外国語教育は民政会　　安　藤　和　明

Ｑ
　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
開
設
は
、一
晩
だ
け

の
開
設
か
ら
仮
設
住
宅
建
設
に
取
り
か
か
る
よ

う
に
な
る
３
カ
月
を
超
え
る
こ
ろ
ま
で
と
い
う

こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。市
職
員
は
、業
務
に

忙
殺
さ
れ
る
中
で
、避
難
所
の
運
営
は
住
民
の

協
力
が
不
可
欠
。京
都
市
や
向
日
市
な
ど
、避
難

所
ご
と
に
時
系
列
で
何
を
す
る
か
、レ
イ
ア
ウ

ト
、活
動
ポ
イ
ン
ト
な
ど
書
き
こ
ん
だ
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現
在
作
成
中
。昨
年
９
月
に

京
都
府
と
共
催
で
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
で
実

施
し
た
要
配
慮
者
や
性
別
、外
国
人
の
方
、ペ
ッ

ト
同
伴
避
難
な
ど
、多
様
な
避
難
者
に
配
慮
し

た
避
難
所
開
設
設
備
訓
練
を
実
施
し
た
。こ
の

体
験
を
踏
ま
え
、今
後
内
容
を
精
査
し
、早
期
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成
に
努
め
た
い
。

Ｑ
　
内
閣
府
の
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、災
害
応
急
対
応
等
は
、地
域
の
特
性
や
実

情
、対
策
の
取
組
状
況
等
に
応
じ
修
正
を
加
え
、

質
の
向
上
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。行
政
と
自
治
会
の
方
や
、

当
事
者
団
体
の
方
な
ど
の
、意
見
を
入
れ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
地
震
な
ど
に
よ
り
、大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
長
期
の
避
難
所
運
営
に
は
、避
難
者
の
皆
様

の
自
治
に
よ
る
運
営
を
目
指
し
た
い
。必
要
な

ニ
ー
ズ
に
支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

あ
り
、実
際
の
避
難
所
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
折

込
み
な
が
ら
充
実

さ
せ
た
い
。

避難所運営マニュアル作成を日本共産党　　井　田　佳代子
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Ｑ
　
綾
部
市
の
犯
罪
発
生
件
数
は
京
都
府
の
中
で

も
低
く
、比
較
的
犯
罪
の
少
な
い
街
で
あ
る
が
、

今
年
１
月
以
来
、市
内
で
は
公
然
わ
い
せ
つ
事

例
が
３
件
連
続
し
て
発
生
し
、市
民
は
不
安
を

覚
え
て
い
る
。ま
た
、相
変
わ
ら
ず
空
き
巣
や
、

自
転
車
盗
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。防

犯
カ
メ
ラ
は
犯
人
特
定
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
。市
の
施
設
を
含
め
て
、室
内
に
設
置
し
て
あ

る
防
犯
カ
メ
ラ
は
企
業
に
も
多
く
あ
る
よ
う
で

あ
る
が
、外
付
け
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
少
な
い
。肖

像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
る
が
、公

共
施
設
に
外
付
け
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

計
画
は
な
い
か
。ま
た
、市
と
し
て
企
業
に
設
置

を
要
請
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
近
年
精
度
の
高
い
防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
に
よ

り
犯
罪
事
件
が
解
決
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
き

て
お
り
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、防

犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
は
高
い
と
考
え
る
。昨
年

綾
部
警
察
署
と
締
結
し
た「
綾
部
市
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
協
定
」の
具
体
策
と
し
て
、公

共
施
設
を
中
心
と
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
や
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
安
全
・
安

心
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
観
点
か
ら
、住
民
の
皆
様
の
考
え
方
な

ど
を
充
分
に
ふ
ま
え
、設
置
に
対
し
て
地
域
と

共
同
し
て
各
地
区
自
治
会
連
合
会
と
も
協
議
し

な
が
ら
オ
ー
ル
あ
や
べ
で
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

綾部市の防犯カメラ設置状況を問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ
　
近
年
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。綾
部
市
は
、縦
貫
道

と
舞
鶴
若
狭
道
の
結
節
点
で
あ
り
、地
の
利
を

活
か
し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
交
流
人
口
を
増
や

す
た
め
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
合
宿
等

の
誘
致
の
た
め
に
施
設
整
備
が
重
要
だ
と
考
え

る
が
、今
後
、計
画
等
を
策
定
し
整
備
を
進
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

Ａ　
総
合
運
動
公
園
の
整
備
や
新
市
民
セ
ン
タ
ー

の
建
設
な
ど
施
設
整
備
に
努
め
て
き
た
。今
後

は
、現
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、社
会
動
向
の
変
化
、

長
期
的
な
展
望
を
見
据
え
、第
６
次
綾
部
市
総

合
計
画
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
今
回
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
定
住
交

流
部
へ
と
移
管
す
る
。交
流
人
口
の
さ
ら
な
る

増
加
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

る
。そ
こ
で
、社
会
体
育
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
綾
部
を
目
指
し
、ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、市
の

考
え
は
。

Ａ　
市
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
合
い
言
葉
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
を
中
心
と
し
て
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
、誰

も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、交
流
す
る
こ
と
で

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、元
気

あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
綾
部
を

目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

スポーツで交流人口の増加を民政会　　片　岡　英　晃

Ｑ
　
近
年
、自
然
災
害
が
多
発
し
消
防
団
の
役
割

が
、消
火
活
動
以
外
に
も
水
防
活
動
、救
助
、警

戒
、避
難
誘
導
、災
害
防
御
活
動
等
増
大
し
て
い

る
中
、消
防
団
員
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。年
々
消
防
団
員
数
が

減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
充
足
率
、ま
た
、

消
防
団
員
確
保
の
対
策
は
ど
う
か
。

Ａ　
消
防
団
員
の
条
例
定
数
は
９
６
０
人
で
、女

性
消
防
団
員
と
機
能
別
消
防
団
員
が
含
ま
れ
て

お
り
、充
足
率
は
88
％
で
あ
る
。

　
団
員
確
保
に
は
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、ポ
ス

タ
ー
掲
示
、Ｆ
Ｍ
放
送
で
の
Ｐ
Ｒ
、消
防
団
応
援

の
店
、消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
等
に
よ

り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
い
る
。

Ｑ
　
社
会
行
動
や
就
業
行
動
の
変
化
、地
域
に

よ
っ
て
高
齢
化
が
進
み
入
団
対
象
の
年
齢
層
が

少
な
く
、昼
間
は
消
防
団
員
が
地
域
に
お
ら
ず
、

昼
と
夜
に
お
け
る
地
域
防
災
力
の
格
差
が
生
じ

て
い
る
。消
防
団
員
確
保
が
困
難
で
あ
る
状
況

で
、上
林
・
口
上
林
・
物
部
分
団
の
３
分
団
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
機
能
別
消
防
団
員
を
他
の
分

団
で
も
発
足
さ
せ
る
考
え
は
。

Ａ　
機
能
別
消
防
団
員
は
、特
に
昼
間
の
火
災
に

対
応
す
る
た
め
、経
験
豊
富
な
元
消
防
団
員
の

力
を
お
借
り
し
、消
防
署
、消
防
団
が
行
う
消
火

活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。今

後
も
基
本
団
員
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、継
続

的
な
勧
誘
に
努
め

る
。

機能別消防団員の充実について問う民政会　　本　田　文　夫

一般質問



チームのどんなところが好き？
・仲の良いところ
・前向きなところ
・にぎやか・楽しい・面白い
・楽しく元気に練習をするところ
・協力してサッカーをすると楽しいところ
・楽しくサッカーをするとおもしろいところ
・みんな仲良く笑顔であふれているところ
・何にでもチャレンジするところ
・苦しい時もみんなでのりきれるところ
・どんなにきつくてもあきらめずにがんばって練習や試合を
するところ
・きびしい練習をして体力や運動神経があがって、学校生
活がたのしくなったこと
・みんな明るく元気に前向きにサッカーをするところ
・みんなと協力して、絆が深まるところ。例えば、試合中に声
を出してカバーしながらサッカーをすることで、みんなで
助け合ったり、励まし合ったりできるところ

将来の夢・目標は？
・サッカー選手
・ワールドカップに出ること。活躍すること
・女子サッカーチームの選手になり、活躍すること
・サッカーをもっとうまくなることと、サッカーのことをよく
考えることをしっかりとしておきたい
・練習をしっかりやり試合でそれを発揮する
・サッカーをもっとうまくなって3月まで点を決めて活躍す
ること
・フットサルの大会で優勝すること
・スポーツ関係の仕事に就くこと
・お菓子作りがしたいから、体力を鍛えたい
・海外に行って生活をする
・３月で卒団し、それぞれちがう道を歩むけれど、将来、
このメンバーで集まって、サッカーがしたい

取材を終えて
　寒い冬の朝でも、声を掛け合ったり、肩を組んだり、子ども
たちが仲良く、楽しそうに練習をしている姿が印象的でした。
その周囲には子どもたちを支える監督やコーチ、保護者の
方々の姿がありました。もうすぐ結成50周年を迎えられる歴史
のあるチーム。世代を超えて広がる繋がりを大切に、みなさん
のさらなるご活躍を、心から応援しています！

１９７１年（昭和４６年）に結成され、現在は園児から６年生まで３８
人（男子３７人、女子１人）が在籍されています。
明るく、楽しく、元気のよいサッカーをモットーとし、試合や練習に励

んでおられます。
また、サッカーを通じて「あいさつ」と「整理整頓」という基本的なこ

とがきちんとできる人になってほしいと指導されています。

取材を終えて

チームのどんなところが好き？

人（男子３７人、女子１人）が在籍されています。

んでおられます。

とがきちんとできる人になってほしいと指導されています。

～綾部フリーゲンフース
バルクラブ～

（平成31
年2月 取

材）

世代からの
メッセージ次次

令和元年６月定例会の日程予定
６月定例会は、６月17日から７月５日までの19日間の会期で予定しています。

６月17日（月）　本会議（議案上程）
　　24日（月）　請願受理締切り(正午) 

                        　　25日（火）～27日（木）　一般質問
　　28日（金）　総務教育建設委員会

７月1日（月）　産業厚生環境委員会
　　2日（火）　予算決算委員会(総括質疑) 
                            　  3日（水）　予算決算委員会
　  5日（金）　本会議（採決）

日曜議会の報告
３月10日に開催しました第21回日
曜議会は延べ57人のみなさまにお
越しいただきました。ありがとうご
ざいました。議会開会中、いつでも
傍聴できます。
ぜひお越しください。

・どんなにきつくてもあきらめずにがんばって練習や試合を

・きびしい練習をして体力や運動神経があがって、学校生

～綾部フリーゲンフース
バルクラブ～

（平成31
年2月 取

材）

とがきちんとできる人になってほしいと指導されています。

部員を募集中！
＊＊＊お問合せ先＊＊＊

吉田　誠さん
ＴＥＬ ０９０－８５７１－８９３０
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　広報広聴委員会では、毎年５月に、議会報告会（市民と議会のつどい）を行ってまいりましたが、
協議、検討した結果、本年は、より多方面の方々からのご意見、ご要望等を聞くため現在、実施に向
け取り組み中でございます。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎森　義美・○梅原哲史・藤岡康治・酒井裕史・井田佳代子・中島祐子・片岡英晃・渡辺弘造 (◎委員長　○副委員長 )

編 集 後 記


